
年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

1

単元　自己と他者
【知識及び技能】
　漢字、語彙
【思考力、判断力、表現力等】
　言葉に、認識や思考を支える働きがある
ことを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深める。

・指導事項
読む
・教材
「「本当の自分」幻想」
・一人１台端末の活用　等
ネットから事例を引く

〇

【知識及び技能】
小テストと定期テストで、段階評価
【思考力、判断力、表現力等】
討論、定期テストでの評価
【学びに向かう力、人間性等】
レポートによる評価

○ ○ ○

単元　プレゼンテーションを行う
【知識及び技能】
　情報の取捨選択
【思考力、判断力、表現力等】
　機器を効果的に用い、相手の理解を得ら
れるよう表現を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
　言葉を通して他者や社会と関わろうとす
る。

・指導事項
話す、聞く
・教材
「理想の修学旅行をプレゼンする」
・一人１台端末の活用　等

○

【知識及び技能】
ワークシートによる評価
【思考力、判断力、表現力等】
観察による評価
【学びに向かう力、人間性等】
ワークシートによる評価

・指導事項
書く
・教材
「実用的な手紙文の書き方」
・一人１台端末の活用　等
ネットから各種の資料を引く

○

【知識及び技能】
小テストと定期テストで、段階評価
【思考力、判断力、表現力等】
手紙文による評価
【学びに向かう力、人間性等】
手紙文による評価

○ ○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

異なる種類の問題を与え、課題に対する主体的
な取り組みができるようにする

現代の国語

配当
時数

（１３５７組：齋藤　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】語彙、漢字、基礎知識を習得する

国語

現代の国語国語

態
領域

評価規準 知

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科

思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

1

1

定期考査 1

4

合計

70

【知識及び技能】
小テストと定期テストで、段階評価
【思考力、判断力、表現力等】
討論、定期テストでの評価
【学びに向かう力、人間性等】
発表による評価

単元　ことばの働き
【知識及び技能】
　漢字　語彙　思想史
【思考力、判断力、表現力等】
　論理的な文章を読み、その内容について
批評する。
【学びに向かう、人間性等】
　言葉に思考を支える働きがあることを理
解しようとする。

・指導事項
　読む
・教材
「ものとことば」
・一人１台端末の活用　等
ネットから、各種の事例を引く

定期考査

定期考査

〇 〇 〇 5

単元　実用的な文章
【知識及び技能】
　漢字　語彙
【思考力、判断力、表現力等】
読み手からの助言を踏まえて自分の文章の
課題を捉え直す。
【学びに向かう力、人間性等】
　我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもとうとする。

〇

単元　新しい視点
【知識及び技能】
　漢字　語彙　文学史
【思考力、判断力、表現力等】
　情報を吟味して、伝えたい内容を明確に
し書かせる。
【学びに向かう力、人間性等】
我が国の言語文化の担い手として自覚をも
とうとする。

・指導事項
書く
・教材
「羅生門」
・一人１台端末の活用　等
ネットから各種の資料を引く

現代の国語 2

（２４６８組：望月）

語彙、漢字、基礎知識を習得し、現代の国語の
ベースをつくる

読む、書く、話す、聞くの四技能を伸ばし、思
考力・判断力・表現力を伸ばす

現代の国語（第一学習社）

国語

四技能を伸ばし、思考力・判断力・表現力を伸ばす

課題に対する主体的な取り組みができるようにする

単元　話し方の工夫
【知識及び技能】
　話し言葉、書き言葉
【思考力、判断力、表現力等】
　伝え合う内容を検討する。
【学びに向かう力、人間性等】
　目的に応じた言葉遣いを工夫する。

・指導事項
話す、聞く
・教材
「話し方の工夫」
・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【知識及び技能】
ワークシートによる評価
【思考力、判断力、表現力等】
観察による評価
【学びに向かう力、人間性等】
ワークシートによる評価

○

【知識及び技能】
小テストと定期テストで、段階評価
【思考力、判断力、表現力等】
作文による評価
【学びに向かう力、人間性等】
作文による評価

単元　認識の枠組み
【知識及び技能】
　漢字　語彙　思想史
【思考力、判断力、表現力等】
　情報を相互に関係付けながら、書き手の
意図を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　言語がもつ価値への認識を深める。

１
学
期

3

4

3

単元　ものの見方
【知識及び技能】
　漢字、語彙
【思考力、判断力、表現力等】
　内容や構成、論理の展開などについて的
確に捉え、把握できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　読書に親しみ自己を向上させる。

・指導事項
読む
・教材
「「生きもの」として生きる」
・一人１台端末の活用　等
ネットから事例を引く

〇

【知識及び技能】
小テストと定期テストで、段階評価
【思考力、判断力、表現力等】
討論、定期テストでの評価
【学びに向かう力、人間性等】
レポートによる評価

○ ○ ○ 4

単元　待遇表現
【知識及び技能】
　敬語表現
【思考力、判断力、表現力等】
　相手の理解が得られるように表現を工夫
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　場面に応じた言葉遣いを工夫する。

・指導事項
話す、聞く
・教材
「待遇表現」
・一人１台端末の活用　等

○

4

○ ○ ○ 8

定期考査 1

・指導事項
　読む
・教材
「水の東西」
・一人１台端末の活用　等
ネットから、各種の資料を引く

〇

【知識及び技能】
小テストと定期テストで、段階評価
【思考力、判断力、表現力等】
討論、定期テストでの評価
【学びに向かう力、人間性等】
討論による評価

〇 〇 〇

【知識及び技能】
ワークシートによる評価
【思考力、判断力、表現力等】
観察による評価
【学びに向かう力、人間性等】
ワークシートによる評価

〇 〇 〇

定期考査

単元　合意形成のための話し合い
【知識及び技能】
　必要な情報の収集と整理
【思考力、判断力、表現力等】
　表現や進行など話合いの仕方を工夫す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
互いの考えを共有しようとする。

・指導事項
話す、聞く
・教材
「合意形成のための話し合い」
・一人１台端末の活用　等

○

【知識及び技能】
ワークシートによる評価
【思考力、判断力、表現力等】
観察による評価
【学びに向かう力、人間性等】
ワークシートによる評価

〇 〇 〇

7

３
学
期

２
学
期

単元　情報社会とメディア
【知識及び技能】
　漢字　語彙　評論用語の基礎
【思考力、判断力、表現力等】
複数の文章を読み、理解したことをまとめ
て発表する。
【学びに向かう、人間性等】
　読書に親しみ自己を発展しようとする。

・指導事項
　読む、書く、話す、聞く
・教材
「現代の「世論操作」」
・一人１台端末の活用　等
ネットから、各種の事例を引く

【知識及び技能】
小テストと定期テストで、段階評価
【思考力、判断力、表現力等】
討論、定期テストでの評価
【学びに向かう力、人間性等】
発表による評価

〇 〇 〇 5〇

7

単元　書いて伝える
【知識及び技能】
　漢字　語彙
【思考力、判断力、表現力等】
　読み手が必要とする情報に応じて書式を
踏まえた文章を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
　言葉を通して他者と関わろうとする。

・指導事項
書く
・教材
「地域の魅力を紹介する」
・一人１台端末の活用　等
ネットから各種の資料を引く

○

【知識及び技能】
小テストと定期テストで、段階評価
【思考力、判断力、表現力等】
作文による評価
【学びに向かう力、人間性等】
作文による評価

○ ○ ○ 11



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（１５７組：望月　　　　） （２４組：齋藤　） （３６８組：小西　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇

２
学
期

〇

・指導事項　訓読のきまり
・教材　入門　故事
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】我が国の言語文化の特質や
外国の文化との関係について理解している
【思考力、判断力、表現力等】作品の解釈を
踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方
を深めている
【学びに向かう力、人間性等】故事成語の用
例を調べて発表した

1

7

10

9

5

1

単元　入門　故事
【知識及び技能】我が国の言語文化
の特質や外国の文化との関係につい
て理解する
【思考力、判断力、表現力等】作品
の解釈を踏まえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深める
【学びに向かう力、人間性等】故事
成語の用例を調べて発表する

単元　近代小説
【知識及び技能】作品中の語句につ
いて、それらの文化的背景について
理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】作品
に表れているものの見方、感じ方、
考え方を捉え、内容を解釈すること
ができる
【学びに向かう力、人間性等】人間
が虎になるという設定について考察
しようとしている

定期考査

単元　戦争小説
【知識及び技能】作品中の語句について、そ
れらの文化的背景について理解を深めている
【思考力、判断力、表現力等】作品に表れて
いるものの見方、感じ方、考え方を捉え、内
容を解釈している
【学びに向かう力、人間性等】人間が虎にな
るという設定について考察しようとしている

・指導事項　「人虎伝」との比べ
読み　中国文学と日本文学との接
点
・教材　山月記
・一人１台端末の活用　等

１
学
期

単元　説話
【知識及び技能】
　文語のきまり　古典特有の表現
【思考力、判断力、表現力等】
　内容・構成・展開を捉える
【学びに向かう力、人間性等】
　児と僧の心情を捉える　自分の考
えを説明する

・指導事項
歴史的仮名遣い　50音図
・教材
「宇治拾遺物語」児のそら寝
・一人１台端末の活用　等

・指導事項　主人公が到達した死
生観について理解を深め、自身の
考えを表現する
・教材　城の崎にて
・一人１台端末の活用　等

単元　歌物語
【知識及び技能】
文語のきまり　古文特有の表現
【思考力、判断力、表現力等】文章
の構成や展開、表現の特色を理解す
ることができる
【学びに向かう力、人間性等】第一
段落と第二段落の関係性を見極め、
学習課題に沿って話し合いに参加し
ようとしている

単元　詩歌
【知識及び技能】作品中の語句につ
いて理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】印象
に残った歌を選び鑑賞文を書く　情
景や心情の描写を取り入れた短歌を
作る
【学びに向かう力、人間性等】言葉
がもつ価値への認識を深め、読書に
親しもうとする

【 知　識　及　び　技　能 】語彙、漢字、基礎知識を習得する

・指導事項　物語の背景　形容詞
形容動詞
・教材　芥川「伊勢物語」
・一人１台端末の活用　等

・指導事項　歌の修辞
・教材　短歌
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
文語のきまり、　古文特有の表現
【思考力、判断力、表現力等】文章の構成や
展開、表現の特色を理解することができる
【学びに向かう力、人間性等】第一段落と第
二段落の関係性を見極め、学習課題に沿って
話し合いに参加しようとしている

【知識及び技能】作品中の語句について、そ
れらの文化的背景について理解を深めている
【思考力、判断力、表現力等】印象に残った
歌を選び鑑賞文を書く　情景や心情の描写を
取り入れた短歌を作る
【学びに向かう力、人間性等】言葉がもつ価
値への認識を深め、読書に親しもうとしてい
る

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識及び技能】文脈から意味を読み取って
いる
【思考力、判断力、表現力等】作品に表れた
ものの見方・考え方を捉え、内容を解釈して
いる
【学びに向かう力、人間性等】自分の考えを
文章にしようとしている

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

態

【知識及び技能】
　文語のきまり、古典特有の表現について理
解している
【思考力、判断力、表現力等】
　内容・構成・展開を捉えている
【学びに向かう力、人間性等】
　児と僧の心情を捉える　自分の考えを説明
しようとしている

○ ○ ○

領域
評価規準

単元　軍記物語
【知識及び技能】文語のきまり　古
文特有の表現
　【思考力、判断力、表現力等】
作品に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】「義
仲・巴の関係」「義仲・兼平の関
係」について理解しようとしている

単元　戦争小説
【知識及び技能】作品中の語句につ
いて、それらの文化的背景について
理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】作品
に表れているものの見方、感じ方、
考え方を捉え、内容を解釈すること
ができる
【学びに向かう力、人間性等】言葉
がもつ価値への認識を深め、読書に
親しもうとする

定期考査

単元　物語
【知識及び技能】文語のきまり　古
典特有の表現
　【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章の成立した背景を踏ま
え、内容の解釈を深める
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め、読
書に親しもうとする

・指導事項　品詞　動詞の活用
・教材　なよ竹のかぐや姫（竹取
物語）
・一人１台端末の活用　等

 単元　近代小説㈠
【知識及び技能】文脈から意味を読
み取る
　【思考力、判断力、表現力等】作
品に表れたものの見方・考え方を捉
え、内容を解釈する
【学びに向かう力、人間性等】自分
の考えを文章にする

言語文化

【学びに向かう力、人間性等】

言葉が持つ価値への認識を深め、我が国の言語
文化の担い手としての自覚を持ち、言葉を通し
て社会に関わろうとする態度を養う。

言語文化

配当
時数

国語 言語文化 2

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身につけるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や共感したり想像したりする力を
伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め
る。自分の思いや考えを深めることができるように
する。

数研出版　言語文化

３
学
期

〇

○ ○

○ ○

単元　現代小説
【知識及び技能】作品中の語句につ
いて、それらの文化的背景について
理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】作品
の解釈をふまえ、「言葉は生きも
の」ということについて自分の考え
を表現する
【学びに向かう力、人間性等】言葉
がもつ価値への認識を深め、読書に
親しもうとする

定期考査
○

【知識及び技能】文語のきまり、古典特有の
表現について理解している
　【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章の成立した背景を踏まえ、内容を
解釈している
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め、生涯にわ
たって読書に親しもうとしている

〇

定期考査

知

国語

四技能を伸ばし、思考力・判断力・表現力を伸ばす

課題に対する主体的な取り組みができるようにする

7

○

1

【知識及び技能】作品中の語句について、そ
れらの文化的背景について理解を深めている
【思考力、判断力、表現力等】作品の解釈を
ふまえ、「言葉は生きもの」ということにつ
いて自分の考えを表現する
【学びに向かう力、人間性等】言葉がもつ価
値への認識を深め、読書に親しもうとしてい
る

・指導事項　「言葉は生き物」と
いう認識に立ち、竹取物語との比
べ読みをする
・教材　さらば！
・一人１台端末の活用　等

3

1

・指導事項　和漢混交文　作品の
背景
・教材　木曽の最期「平家物語」
・一人１台端末の活用　等

・指導事項　戦争と向き合う文学
である本作品と軍記物語の比べ読
み
・教材　沖縄の手記から
・一人１台端末の活用　等

○

4

8○○

【知識及び技能】文語のきまり、古文特有の
表現について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
作品に表れているものの見方、感じ方、考え
方を捉え、内容を解釈することができてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】「義仲・巴の
関係」「義仲・兼平の関係」について理解し
ようとしている

【知識及び技能】作品中の語句について、そ
れらの文化的背景について理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】作品や文章に
表れているものの見方、感じ方、考え方を捉
え、内容を解釈することができる
【学びに向かう力、人間性等】言葉がもつ価
値への認識を深め、読書に親しもうとする

合計

70

8

4

1

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（１～8組：鈴木　南海雄）

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 世界の人々の営みを知ることで、人類がより良く生きていくことを学んでいく

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

12

1

○ 14

○ 1

○ 1

70

○ 17

３
学
期

C 単元 宗教・言語と生活文化
【知識及び技能】
　世界の多様性を理解し，異文化を
尊重する姿勢が重要であることを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　生活と宗教の関わりについて地域
性や歴史的背景をもとに捉え，資料
をもとに考察する。

・指導事項
　世界宗教と民俗宗教の分布や起
源などの基礎的内容。
・教材
　教科書、地図帳、資料集
・一人１台端末の活用　等
　地理院地図

【知識・技能】
　小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
　ワーク、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
デジタル地図を活用した資料作成

２
学
期

A 単元 地形と生活文化
【知識及び技能】
　地形についての知識を身につけ、
世界的視野から地形の分布の特徴を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　生活している地域の地形の特徴に
ついて，写真，地形図などから捉
え，人間生活との関連を考察でき

・指導事項
　大地形（侵食平野、堆積平野、
その他の地形）
・教材
　教科書、地図帳、資料集
・一人１台端末の活用　等
　地理院地図

【知識・技能】
　小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
　ワーク、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
デジタル地図を活用した資料作成

１
学
期

定期考査

定期考査

定期考査

A 単元　球面上の世界
【知識及び技能】
　地球のとらえ方、図法、時差を理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　位置、方位、距離、時差を読み取
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
地図や時差に関することを自ら学び
取ろうとしている。

・指導事項
　地図、時差の理解
・教材
　教科書、地図帳、資料集
・一人１台端末の活用　等
　Google Earth

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
ワーク、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
デジタル地図を活用した資料作成

○ ○

・指導事項
　ケッペンの気候区分（熱帯・乾
燥帯・温帯・亜寒帯・寒帯）
・教材
　教科書、地図帳、資料集
・一人１台端末の活用　等
　地理院地図

【知識・技能】
　小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
　ワーク、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
デジタル地図を活用した資料作成

○ ○

○ ○

B 単元　国内や国家間の結びつき
【知識及び技能】
　国家の領域に関する知識を身につ
け，海洋の役割，領土問題について
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
　国家の領域、日本の位置と領土
問題
・教材
　教科書、地図帳、資料集
・一人１台端末の活用　等
Google Earth、検索サイト

【知識・技能】
　小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
　ワーク、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
デジタル地図を活用した資料作成

○ ○ ○

○ ○

B 単元 気候と生活文化
【知識及び技能】
　大気の大循環と海洋に起因した大
気のしくみを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　写真などの資料をもとに，各気候
により景観が異なることを捉え，農
業や生活への影響を考察できる。
【学びに向かう力、人間性】

C 単元 日本の位置と領域
【知識及び技能】
　外国で暮らす日本人や歴史的背景
を通して，日本と諸外国との関係を
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　複数の主題図を比較し，主題に
よって，表現方法が異なることを説
明することができる。

・指導事項
　国家間の結びつき、地図の活用
・教材
　教科書、地図帳、資料集
・一人１台端末の活用　等
　地理院地図

【知識・技能】
　小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
　ワーク、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
グループワーク

○ ○

定期考査 ○ ○

定期考査

○

○ ○ ○

8

思

○ ○ ○ 1

○ 7

○ ○ ○ 7

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防
災，地域や地球的課題への取組などを理解する。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や
分布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依
存作用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり，地理的な課題の解決に向けて構想したりす
る力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを
基に議論したりする力を養う。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそ
こで見られる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養
うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界
の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さに
ついての自覚などを深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

地理/歴史事項、資料を読み解く力を伸ばす。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深める。

態
配当
時数

地理・歴史 地理総合
地理・歴史 地理総合 2

地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地理総合　世界へ学び地域へつなぐ　二宮書店

地理・歴史

【 知　識　及　び　技　能 】地理、歴史の基礎的事項を理解し、資料を読み解く力を伸ばす。

○ ○ ○ 1

合計



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

（多田・御園・吉江・宮崎・久保木・長谷）

定期考査 ○ ○ 1

【学びに向かう力、人間性等】

数研出版　新編　数学Ⅰ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数と式、二次関数、三角比についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、数と式、二次関数、三角比を用
いて事象を数学化し、数学的に解釈し、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
数と式、二次関数、三角比を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し発展的に考察する
力、数と式、二次関数、三角比の表現を用いて事象を的確に表現する力を身に付ける。

数と式、二次関数、三角比についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに、数と
式、二次関数、三角比を用いて事象を数学化し、数
学的に解釈し、数学的に表現・処理する技能を身に
付ける。

数と式、二次関数、三角比を活用して事象を論理的
に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認
識し発展的に考察する力、数と式、二次関数、三角
比の表現を用いて事象を的確に表現する力を身に付
ける。

２
学
期

2次関数⑶
【知識及び技能】
2次方程式・不等式を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
2次方程式・不等式を正確に把握
し、適切に計算する。また、それら
の考えを様々な問題に活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

2次関数⑶

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
2次方程式・不等式を理解できる。
【思考・判断・表現】
2次方程式・不等式を正確に把握し、適切に計
算することができている。また、２次不等式
を用いた様々な問題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 20

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

定期考査 ○ ○

【学びに向かう力、人間性等】
数と式、二次関数、三角比について、数学の良さを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基
づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式、二次関数、三角比について、数学の良さを
認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しよう
とする態度を身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

因数分解

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
因数分解の考え方を用いて、計算することが
できる。
【思考・判断・表現】
因数分解の応用を計算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 9

配当
時数

１
学
期

数と式
【知識及び技能】
数と式の考え・記号を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
数と式に関する記号を適切に使え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

数と式

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
数と式の考え、記号を理解している。
【思考・判断・表現】
数と式に関する記号を適切に扱い、問題に取
り組めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 7

因数分解
【知識及び技能】
因数分解を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
因数分解を計算できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

1

平方根
【知識及び技能】
平方根について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
平方根を計算する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

平方根

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
平方根の記号を理解し、適切に使うことがで
きる。
【思考・判断・表現】
平方根について様々な計算することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 9

定期考査 ○ ○

9

定期考査 ○ ○ 1

1次不等式
【知識及び技能】
1次不等式を理解し、計算する。
【思考力、判断力、表現力等】
1次不等式を用いて様々な問題を解
く。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

1次不等式

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
1次不等式の考え方を用いて、解くことができ
る。
【思考・判断・表現】
文章題を読み、一次不等式を用いて計算する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○

○ 10

2次関数⑵
【知識及び技能】
２次関数の最大最小を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
２次関数の最大最小を適切に計算で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

2次関数⑵

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
２次関数の最大最小を理解できる。
【思考・判断・表現】
２次関数の最大最小を計算し、様々な問題に
活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 10

2次関数⑴
【知識及び技能】
放物線を理解し、２次関数のグラフ
を書く。
【思考力、判断力、表現力等】
２次関数を正確に把握し、適切に計
算できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

2次関数⑴

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
放物線を理解し、２次関数のグラフを書くこ
とができる。
【思考・判断・表現】
平方完成を正確に把握し、適切に計算するこ
とができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○

1



正弦定理・余弦定理
【知識及び技能】
正弦定理・余弦定理の計算ができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
図形をかくことで、辺や角度を求め
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

正弦定理・余弦定理

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
正弦定理・余弦定理を３考えることができ
る。
【思考・判断・表現】
図形をかくことで、辺や角度を求めることが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇 〇 〇 10３
学
期

三角比
【知識及び技能】
三角比の性質を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学んだ三角比の性質を用いて、様々
な角度や辺の長さを計算する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

三角比

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
三角比の性質を理解している。
【思考・判断・表現】
三角比の性質を用いて、問題に取組み、角度
や辺の長さを計算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇 〇

定期考査

105

〇 10

データの分析
【知識及び技能】
データの分析に用いる記号を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
様々なグラフからデータを読み取
る。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

データの分析

教科書・問題集を用いて指導す
る。

データの分析
【知識及び技能】
データの分析に用いる記号を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
様々なグラフからデータを読み取ることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇 〇 〇

6

合計

○ ○ 1



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （1・2組：大楽・多田・宮崎） （3・4組：御園・吉江・宮崎） （5・6組：御園・吉江・宮崎） （7・8組：大楽・多田・御園）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

数学

〇 12

空間図形
【知識及び技能】
様々な図形を３次元空間で考える。
【思考力、判断力、表現力等】
タブレットを用いて、空間図形を作
図する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

空間図形

教科書・タブレットを用いて指導
する。

【知識・技能】
様々な図形を３次元空間で考えることができ
る。
【思考・判断・表現】
タブレット端末を用いて、空間図形を作図で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇 〇 〇

5

合計

○ ○ 1

定期考査 ○ ○

7

３
学
期

平面図形
【知識及び技能】
様々な図形の性質を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学んだ図形の性質を用いて、様々な
角度や辺の長さを計算する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

平面図形

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
様々な図形の性質を理解している。
【思考・判断・表現】
学んだ図形の性質を用いて、問題に取組み、
角度や辺の長さを計算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇 〇

○ 10

確率（１）
【知識及び技能】
確率の考え方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
具体的な事象に対して。確率の計算
をする。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

確率（１）

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
確率の考えを理解し、様々な事象の確率を計
算できる。
【思考・判断・表現】
文章を読みとり、その事象の確率を計算でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

組合せ
【知識及び技能】
組合せを理解し、様々な組み合わせ
の問題に対応できる。
【思考力、判断力、表現力等】
組合せと順列の違いを正確に把握
し、適切に計算できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

組合せ

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
組合せを理解し、様々な問題に対応できてい
る。
【思考・判断・表現】
組合せと順列の違いを正確に把握し、適切に
計算することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○

1

定期考査

70

1

場合の数
【知識及び技能】
樹形図・和の法則・積の法則につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
樹形図・和の法則・積の法則を用い
て場合の数を計算する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

場合の数

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
樹形図・和の法則・積の法則を用いて、場合
の数を考えることができる。
【思考・判断・表現】
樹形図・和の法則・積の法則を用いて、場合
の数を計算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

定期考査 ○ ○ 1

順列
【知識及び技能】
順列・円順列・重複順列を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
順列・円順列・重複順列を計算す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

順列

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
順列・円順列・重複順列を用いて、順列を考
えることができる。
【思考・判断・表現】
順列・円順列・重複順列を用いて、順列を計
算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○

場合の数と確率・図形の性質について、数学の良さ
を認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘
り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しよ
うとする態度を身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

集合の要素の個数

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
集合の考え方を用いて、集合の要素の個数を
考えることができる。
【思考・判断・表現】
集合の要素の個数を計算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 4

配当
時数

１
学
期

集合
【知識及び技能】
集合の考え方、表し方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
集合に関する記号を適切に使える。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

集合

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
集合の考え、記号を理解している。
【思考・判断・表現】
集合に関する記号を適切に扱い、問題に取り
組めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 5

集合の要素の個数
【知識及び技能】
集合の要素の個数を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
集合の要素の個数を計算できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

数学A
数学 数学A 2

定期考査 ○ ○

【学びに向かう力、人間性等】
場合の数と確率・図形の性質について、数学の良さを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基
づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。

数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数研出版　新編　数学A

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
場合の数と確率・図形の性質についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、場合の数と確率を用いて事象を
数学化し、数学的に解釈し、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
場合の数と確率・図形の性質を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し発展的に考察する
力、場合の数と確率の表現を用いて事象を的確に表現する力を身に付ける。

場合の数と確率・図形の性質についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解するとともに、場合
の数と確率を用いて事象を数学化し、数学的に解釈
し、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

場合の数と確率・図形の性質を活用して事象を論理
的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を
認識し発展的に考察する力、場合の数と確率の表現
を用いて事象を的確に表現する力を身に付ける。

定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

確率（２）
【知識及び技能】
独立な試行の確率・反復試行の確
率・条件付確率など様々な確率を計
算する
【思考力、判断力、表現力等】
具体的な事象に対して、どのように
計算したら良いかを考える。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

確率（２）

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
様々な試行の確率を理解し、計算できる。
【思考・判断・表現】
文章を読みとり、その事象の確率を的確に判
断し、計算できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 10



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

酸化還元反応 ・酸化、還元の定義
・酸化数の求め方
・酸化剤と還元剤

酸化還元が最終的に電子のやりとりであるこ
とを理解している。酸化数を求めるスキルを
修得している。

○ ○

期末考査 ○ ○

5

酸と塩基 ・酸と塩基の定義
・酸と塩基の分類
・水素イオン濃度とｐH

酸と塩基の定義（拡張定義を含む）を理解
できている。価数・強弱で分類することが
できる。水素イオンの概念を理解してい
る。ｐHとの関連と実用性を理解している。
実験としてｐHの測定し、ｐHメーターの取

○ ○ ○ 5

化学反応式 ・化学反応式、イオン反応式
・化学反応式の量的関係

化学反応式をかくスキルを獲得し、表現で
きる。化学反応の物質量と関連づけ理解・
考察している。

○ ○ ○

○ ○ 5

中間考査 ○ ○

70

○ 9

8

合計

1

1

定期考査 ○ ○ 1

5

物質量 ・物質量とアボガドロ定数
・物質量と質量、気体の体積

１molという量について理解している。物質
量と質量、気体の体積の換算ができる。

○ ○ ○ 6

原子量と分子量・式量

・純物質と混合物
・分離と精製

純物質と化合物の区別をつけることができ
る。分離・精製の各方法について理解してい
る。再結晶の実験で、操作方法を把握し、分
離できている。

○ ○ ○ 5

共有結合と分子間力 ・共有結合と分子
・分子間力と分子結晶
・金属結合

共有結合について理解している。分子間に働
く力について理解している。金属結合と金属
の性質について理解しいる。

○ ○ ○ 6

３
学
期

中和反応と塩 ・酸と塩基の反応
・酸と塩基の量的関係
・中和滴定

中和反応および量的関係を理解している。中
和滴定を行い、ホールピペットなどの器具の
取り扱いができるようになり、酸や塩基の濃
度を求める技能を修得している。

○ ○

学年末考査 ○ ○

２
学
期

定期考査
○ ○

6

物質の構成粒子 ・電子殻と電子配置
・貴ガスの電子配置
・イオンの生成、イオン結合
・元素の周期表

電子殻と電子配置のされ方を理解している。
貴ガスの電子配置が安定しているこちょを理
解している。なぜイオンが生じるかを理解し
ている。

○ ○ ○

・相対質量と原子量
・分子量と式量

相対質量という考え方を理解している。分子
量、式量の計算ができる。

○ ○ ○

1

溶液の濃度 ・質量パーセント濃度
・モル濃度

モル濃度が溶液の体積と溶質の物質量で表
せる事を理解している。質量パーセント濃
度との違いを理解している。

○

態
配当
時数

１
学
期

物質の構成粒子 ・原子説　・原子の構造
・原子番号、質量数とその表記

物質は小さな粒子でできているという考え方
を理解している。
原子を構成するさらに小さな粒子と、原子の
構造を理解している。同位体とその表記がで
きる。

○ ○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

物質と元素 ・元素、単体と化合物
・物質の三態、単体と化合物

主要な元素の元素記号が書ける。単体と化合
物の区別をつけることができる。状態変化の
名称を記述できる。 ○ ○ 4

物質の分類と性質

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

化学に関する事象・現象について、基本的な概
念や法則などを理解し、知識を身につけてい
る。その前提として、主要な元素記号や化学式
を正しく書けるようにする。実験を通じて、理
論的に探究する力を養う。

自然界や日常生活でふれる様々な物資につい
て、その性質や反応に対して、体系だった思考
を身につける。

自然の事物・現象に積極的に関わり、科学的に
探究使用とする態度が養われている。日常生活
との関連を常に意識している

化学基礎　実教出版

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象の理解に必要な知識、観察力、実験技能を身につける。

自然の事物・現象について、科学的に考察し、導き出した考えを的確に表現できるようにする。

自然の現象について、日常生活との関連を常に意識している。

１・２組：今井 （４・５・６・８組：谷川） （　３・７組：山崎）

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇

1

生態系 ・水平分布
・垂直分布

○ ○ 〇

期末考査 ○ ○ 〇

4

遺伝子発現
・セントラルドグマ
・転写と翻訳

○ ○ 〇

6

自律神経と内分泌系 ・血糖濃度の調整
・体温の調整

○ ○ ○ 5

腎臓と肝臓のはたらき ・尿生成

○ ○ ○

・学習に必要な用語が身についている。
・学習内容について基本的な知識が身につい
ている。
・学習した内容について文章で表現できる。
・学習した内容をもとに自ら探求している。

・学習に必要な用語が身についている。
・学習内容について基本的な知識が身につ
いている。
・学習した内容について文章で表現でき
る。
・学習した内容をもとに自ら探求してい
る。

70

○ 9

8

合計

1

1

酵素の反応 ・基質特異性
・最適温度、最適ｐH

○ ○ 〇 2

4

DNAとタンパク質 ・DNAの構造
・DNA研究の歴史

○ ○ ○ 6

ゲノムと遺伝子

○ ○

○ ○ ○ 4

呼吸 ・解糖系
・クエン酸回路
・電子伝達系

○ ○ ○ 5

・学習に必要な用語が身についている。
・学習内容について基本的な知識が身につい
ている。
・学習した内容について文章で表現できる。
・学習した内容をもとに自ら探求している。

３
学
期

免疫 ・免疫グロブリンの構造
・自然免疫
・獲得免疫

○ ○

学年末考査 ○ ○

・学習に必要な用語が身についている。
・学習内容について基本的な知識が身につい
ている。
・学習した内容について文章で表現できる。
・学習した内容をもとに自ら探求している。

4

代謝

２
学
期

定期考査
○ ○ 〇

6

光合成 ・葉緑体の構造
・光化学系とカルビン回路

○ ○ ○

・ゲノム、遺伝子、DNA
・染色体

○ ○ ○

2

恒常性と体液の循環 ・酸素の運搬
・血栓の形成 ○

・同化と異化
・ATPの構造

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生物基礎　数研出版

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象の理解に必要な知識、観察力、実験技能を身につける。

自然の事物・現象について、科学的に考察し、導き出した考えを的確に表現できるようにする。

自然の現象について、日常生活との関連を常に意識している。

1,3,4,7,8組　冠木 2,5,6組　山崎

生物に関する事象・現象について、基本的な概
念や法則などを理解し、知識を身につけてい
る。実験を通じて、理論的に探究する力を養
う。

自然界や日常生活でふれる様々な物資につい
て、その性質や仕組みに対して理解し、自ら説
明したり、考えたりできるようにする。

自然の事物・現象に積極的に関わり、科学的に
探究しようとする態度を身につける。日常生活
との関連を常に意識している。

態
配当
時数

１
学
期

生物の共通点 ・生物の共通性
・生物の多様性

○ ○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

細胞 ・細胞小器官
・動物細胞と植物細胞の違い

○ ○ ○

・学習に必要な用語が身についている。
・学習内容について基本的な知識が身につい
ている。
・学習した内容について文章で表現できる。
・学習した内容をもとに自ら探求している。



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

合計

105

・球技：サッカー
【知識及び技能】
⇒基本技術やチームの特徴を生かし、チーム戦術や相手の状況
に応じた攻防を展開できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、健康・安全を確保することができるようにする。

・指導事項
⇒パス、シュート
⇒個人戦術
⇒チーム戦術
⇒ゲーム
・一人１台端末の活用　等
⇒グループで撮影して自己評価相互評価

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていく
ことができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的
に述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれ
に則った生活・行動できる

○ ○ ○

・柔道
【知識及び技能】
⇒伝統的な考え方、技の名称や体力の高め方などについて理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、健康・安全を確保することができるようにする。

○

27

・卓球
【知識及び技能】
⇒ラリーを続けることを重視して、ボールや用具の操作と定位
置に戻るなどの動きによって空いた場所をめぐる攻防を展開す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、健康・安全を確保することができるようにする。

・指導事項
⇒ラリー（フォア・バック）
⇒サービス
⇒ゲーム（シングル）
⇒ゲーム（ダブルス）
・一人１台端末の活用　等
⇒グループで撮影して自己評価相互評価

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていく
ことができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的
に述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれ
に則った生活・行動できる

○ ○ ○

・バドミントン
【知識及び技能】
⇒ラリーを続けることを重視して、シャトルや用具の操作と定
位置に戻るなどの動きによって空いた場所をめぐる攻防を展開
する。
⇒技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法を理解
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、健康・安全を確保することができるようにする。

・指導事項
⇒ラリー（フォア・バック）
・スマッシュ、ヘアピン、ドライブ、ハイクリアなど
⇒サービス
⇒ゲーム（シングル）
⇒ゲーム（ダブルス）
※ポジショニングなど
・一人１台端末の活用　等
⇒グループで撮影して自己評価相互評価

・バレー
【知識及び技能】
⇒役割に応じたボール操作と連携した動き、定位置に戻るなど
の動きによって空いた場所をめぐる攻防を展開する。
⇒技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法を理解
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、健康・安全を確保することができるようにする。

・指導事項
⇒パス（オーバー、アンダー）
⇒サービス
⇒スパイク
⇒ゲーム
・一人１台端末の活用　等
⇒グループで撮影して自己評価相互評価

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていく
ことができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的
に述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれ
に則った生活・行動できる

３
学
期

・陸上競技（長距離走）
【知識及び技能】
⇒目標タイムを達成するペース配分を自己の技能・体力の程度
に合わせて設定し、そのペースに応じたスピードを維持して一
定の距離を走り通し、タイムを短縮したり、競争したりできる
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、健康・安全を確保することができるようにする。

・指導事項
⇒時間走
⇒タイムトライアル

・一人１台端末の活用　等
⇒グループで撮影して自己評価相互評価

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていく
ことができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的
に述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれ
に則った生活・行動できる

○ ○

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていく
ことができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的
に述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれ
に則った生活・行動できる

○ ○

○ ○ ○

○

・ダンス
【知識及び技能】
⇒リズムの特徴を捉え、変化のある動きを組み合わせて、リズ
ムに乗って全身で踊ることができるようにする。ダンスの特
性、踊りの由来と表現の仕方、関連して高まる体力などを理解
することができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒自主的に取り組むとともに、良さを認め合おうとすること、
分担した役割を果たそうとすることなどや健康・安全を確保す
ることができるようにする。

・指導事項
⇒ストレッチ
⇒アイソレーション
⇒リズム取り
⇒ステップ
⇒振り
⇒グループワーク
⇒発表

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていく
ことができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的
に述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれ
に則った生活・行動できる

○ ○ ○

○

２
学
期

・体育理論
【知識及び技能】
⇒スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴につい
て理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴につい
て、学習した知識を活用したり応用できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴につい
て、課題を解決するための活動を通して、学習に自主的に取り
組もうとする。

・指導事項
スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポー
ツの特徴
・スポーツの歴史とその変化
・スポーツの技術、戦術、ルールの変容
・オリンピックムーブメントとドーピング
・スポーツの経済的効果とスポーツ産業

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていく
ことができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的
に述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれ
に則った生活・行動できる

○ ○

・指導事項
⇒キャッチボール（捕る・投げる）
⇒ティーバッティング（打つ）
⇒シートノック（捕る・投げる）
⇒ゲーム
・一人１台端末の活用　等
⇒グループで撮影して自己評価相互評価

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていく
ことができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的
に述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれ
に則った生活・行動できる

○ ○

○

・指導事項
⇒受け身
⇒立ち技
⇒寝技
⇒組手

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていく
ことができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的
に述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれ
に則った生活・行動できる

○ ○ ○

○ ○ ○

・球技：ソフトボール
【知識及び技能】
⇒易しい投球に対する安定した打撃による出塁・進塁・得点す
る攻撃と仲間と連携した守備のバランスの取れた攻防を展開で
きるようにする。
⇒技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法を理解
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、健康・安全を確保することができるようにする。

・球技：サッカー
【知識及び技能】
⇒基本技術やチームの特徴を生かし、チーム戦術や相手の状況
に応じた攻防を展開できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、健康・安全を確保することができるようにする。

・指導事項
⇒パス、シュート
⇒個人戦術
⇒チーム戦術
⇒ゲーム
・一人１台端末の活用　等
⇒グループで撮影して自己評価相互評価

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていく
ことができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的
に述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれ
に則った生活・行動できる

１
学
期

・体つくり運動
【知識及び技能】
⇒体を動かす楽しさや心地よさを味わい，運動を継続する意
義，体の構造，運動の原則などを理解するとともに，健康の保
持増進や体力の向上を目指し，目的に適した運動の計画を立て
取り組むことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒仲間と協力して課題を達成するなど，集団で挑戦するような
運動を行うことを通して，気付いたり関わり合ったりするこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしようとするこ
と。

・指導事項
⇒リズムに乗って心が弾むような運動を行う
ことを通して，気付いたり関わり合ったりす
る。
⇒のびのびとした動作で用具などを用いた運
動を行うことを通して，気付いたり関わり
合ったりする。
⇒緊張したり緊張を解いて脱力したりする運
動を行うことを通して，気付いたり関わり
合ったりする。

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていく
ことができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的
に述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれ
に則った生活・行動できる

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

・球技：バスケットボール
【知識及び技能】
⇒基本技術やチームの特徴を生かし、チーム戦術や相手の状況
に応じた攻防を展開できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、健康・安全を確保することができるようにする。

・指導事項
⇒パス、シュート
⇒個人戦術
⇒チーム戦術
⇒ゲーム
・一人１台端末の活用　等
⇒グループで撮影して自己評価相互評価

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていく
ことができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的
に述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれ
に則った生活・行動できる

○ ○ ○

・陸上競技（短距離走）
【知識及び技能】
⇒自己の最大スピードを高めたり、腕振りと脚の動きを調和さ
せた全身の動きで速く走ることができるようにする。
⇒技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法を理解
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、健康・安全を確保することができるようにする。

・指導事項
⇒スタート（クラウチングスタートなど）
⇒中間疾走（ピッチとストライドなど）
⇒フィニッシュ（姿勢、トルソーなど）
⇒ゲーム
・一人１台端末の活用　等
⇒グループで撮影して自己評価相互評価

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていく
ことができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的
に述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれ
に則った生活・行動できる

○ ○

36

42

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科 保健体育 体育
保健体育 体育 3

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう，運動の合理的，計画的な実践に主体的に取り組もうとする。また，健康を大切にし，自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づくりについて
の学習に主体的に取り組もうとする。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦に応じた技能で仲間と連
携しゲームが展開できるようにする。技術の名称や行い方、体力
の高め方、運動観察の方法などを理解できるようにする。

自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫で
きるようにする。

自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようと
すること、自己の責任を果たそうとすること、作戦などの話し
合いに貢献しようとすることなどや、健康・安全を確保するこ
とができるようにする。

（１～８組：奥村・笹川・渡部・渋谷・新妻）

現代保健体育　大修館

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】運動の合理的，計画的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊かに継続するための理論について理解しているとともに，目的に応じた技能を身に付ける。また，個人及び社会生活にお
ける健康・安全について総合的に理解しているとともに，技能を身に付ける。

自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて，課題に応じた運動の取り組み方や目的に応じた運動の組み合わせ方を工夫しているとともに，それらを他者に伝える。また，個人及び社
会生活における健康に関する課題を発見し，その解決を目指して総合的に思考し判断しているとともに，それらを他者に伝える。

態
配当
時数



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育 保健
保健体育 保健 1

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう，運動の合理的，計画的な実践に主体的に取り組もうとする。また，健康を大切にし，自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づくりについ
ての学習に主体的に取り組もうとする。

（１５７組：笹川）（　３６組：渋谷） （２４８組：奥村）

現代保健体育　大修館

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】運動の合理的，計画的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊かに継続するための理論について理解しているとともに，目的に応じた技能を身に付ける。また，個人及び社会生活に
おける健康・安全について総合的に理解しているとともに，技能を身に付ける。

自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて，課題に応じた運動の取り組み方や目的に応じた運動の組み合わせ方を工夫しているとともに，それらを他者に伝える。また，個人及び
社会生活における健康に関する課題を発見し，その解決を目指して総合的に思考し判断しているとともに，それらを他者に伝える。

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
健康の保持増進に必要な事柄について，健康を保持増進するため
には，適切な生活行動を選択すること及び環境を改善していく努
力が必要であることを理解し，課題解決に役立つ知識を身に付け
ることができるようにする。

健康の保持増進に必要な事柄について，自分のこれまでの学習や
経験をもとにしたり，資料や仲間の意見などを参考にしたりし
て，課題の設定や解決の方法を考え，選択すべき行動を判断でき
るようにする。

健康の保持増進に必要な事柄について，仲間と協力し，資料を集
めたり，意見を交換したり，課題について調べたりして，意欲的
に学習することができるようにする。

1

態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

期末考査
〇 〇

○ 11

・現代社会と健康
【知識及び技能】
⇒健康・安全の課題に直面した場合に的確な思考・判断を行う
ことができるような知識を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒課題学習を取り入れることにより、現在および将来の生活に
おいて健康・安全の課題に直面した場合に的確な思考・判断を
行うことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒生涯にわたって、自らの健康を管理しようとする意欲を持て
るようにする。

・指導事項
⑩飲酒と健康
⑪薬物乱用と健康
⑫精神疾患の特徴
⑬精神疾患の予防
⑭精神疾患からの回復
⑮現代の感染症
⑯感染症の予防
⑰性感染症・エイズとその予防
⑱健康に関する意志決定
⑲健康に関する環境づくり
・グループワーク
・一人１台端末の活用　等
⇒調べ学習

３
学
期

・安全な社会生活
【知識及び技能】
⇒健康・安全の課題に直面した場合に的確な思考・判断を行う
ことができるような知識を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒課題学習を取り入れることにより、現在および将来の生活に
おいて健康・安全の課題に直面した場合に的確な思考・判断を
行うことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒生涯にわたって、自らの健康を管理しようとする意欲を持て
るようにする。

・指導事項
①自己の現状と発生要因
②安全な社会の形成
③交通における安全
④応急手当の意義とその基本
⑤日常的な応急手当
⑥心肺蘇生
・グループワーク
・一人１台端末の活用　等
⇒調べ学習

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていくこ
とができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的に
述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれに
則った生活・行動できる

○

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていくこ
とができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的に
述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれに
則った生活・行動できる

○ ○ ○２
学
期

・現代社会と健康
【知識及び技能】
⇒健康・安全の課題に直面した場合に的確な思考・判断を行う
ことができるような知識を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
⇒課題学習を取り入れることにより、現在および将来の生活に
おいて健康・安全の課題に直面した場合に的確な思考・判断を
行うことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
⇒生涯にわたって、自らの健康を管理しようとする意欲を持て
るようにする。

・指導事項
①健康の考え方と成り立ち
②私たちの健康のすがた
③生活習慣病の予防と回復
④がんの原因と予防
⑤がんの治療と回復
⑥運動と健康
⑦食事と健康
⑧休養・睡眠と健康
⑨喫煙と健康
・グループワーク
・一人１台端末の活用　等
⇒調べ学習

【知識・技能】
・自ら、新たな知識・技能等を身につけ、定着させていくこ
とができる。
【思考・判断・表現】
・行動や学んだことを自分で振り返り、自己評価を具体的に
述べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団全体の中での規則の意味や効果を理解し、自らそれに
則った生活・行動できる

○ ○

13

期末考査
〇 〇 1

○ ○ 8

期末考査
〇 〇 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （３・４組：山中）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

課題を多角的に解釈することができる。社会における芸術の役割、価値を考えて創造的に表現できる。

芸術を生活や社会に活かそうとし、主体的に芸術活動に取り組もうとする。

音楽Ⅰ

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】

・音楽を生活や社会に活かそうとし、主体的に
音楽学習に取り組もうとする。

作品の文化的・歴史的背景及び多様性について、芸術活動を通して理解し、その表現に必要な知識・技能を身に着けている。

8

合
計

70

9

（１・２組：山中） （５・６組：児玉） （７・８組：児玉）

芸術Ⅰ 音楽Ⅰ 2

8

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・楽曲の文化的・歴史的背景や曲想との関わり及び
その多様性について、音楽活動を通して理解してい
る。
・音楽表現するために必要な歌唱、器楽、創作の技
能を身につけている。

・演奏や楽曲を多角的に解釈することができ
る。
・社会における音楽の役割、価値を考えて創造
的に表現できる。

MOUSA１ 教育芸術社

〇 〇 〇

芸術Ⅰ

8

〇 〇

態

配
当
時
数

・表現（ギター）
【知識及び技能】
楽器の構造を知り、ストローク奏法で曲を演奏
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
演奏曲の課題に多角的に解釈して表現すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽を生活や社会に活かそうとし、主体的に学
習に取り組むことができる。

ギターの構造、姿勢、各部の名称
ダイヤグラム／タブ譜
音名とコード
G,Em,D,C
ストローク 〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・表現（歌唱）
【知識及び技能】
音楽の構造や曲想について理解を深めることが
できる。歌唱表現をするために必要な技能を身
につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の課題に対して多角的に解決し、行動す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組む。

声のウォーミングアップ方法
校歌
'O sole mio
Caro mio ben
音符
一人一人が主体的に歌いながら、他
者との調和を意識して歌う技能を身
につける。

〇

・鑑賞
【知識及び技能】
音楽の構造や歴史的背景との関わり及び
多様性について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素やその働きを感受しながらよ
さや美しさを味わって聴く。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に鑑賞活動に取り組む。

音楽とは何か
西洋音楽
古代～ルネサンス
バロック
日本音楽と西洋音楽の流れ 〇

１
学
期

３
学
期

・表現 ソロ・アンサンブル発表
【知識及び技能】
創意工夫をした音楽表現をするために必
要な技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の課題に対して多角的に解決し、行
動する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組む。

選曲
演奏形態
アレンジ
表現活動
プログラム構成
演奏発表

〇 〇 〇

・鑑賞
【知識及び技能】
音楽の構造や歴史的背景との関わり及び
多様性について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素やその働きを感受しながらよ
さや美しさを味わって聴く。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に鑑賞活動に取り組む。

音楽とは何か
ミュージカル作品
作曲者
映像と音楽

〇 〇 〇

〇

音楽Ⅰ芸術Ⅰ

〇

表現

評価規準
鑑
賞

【知識・技能】
必要な表現技能を学び、整理して定着させることがで
きる。
【思考・判断・表現】
課題に対して解決策を提案し行動、表現することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に表現活動に取り組み、より音楽のよさを目指
して行動している。

【知識・技能】
必要な表現技能を学び、整理して定着させることがで
きる。
【思考・判断・表現】
課題に対して解決策を提案し行動、表現することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に表現活動に取り組み、より音楽のよさを目指
して行動している。

【知識・技能】
必要な知識を学び、整理して定着させることができ
る。
【思考・判断・表現】
課題に対して解決策を提案し行動、表現することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に活動に取り組み、より音楽のよさを目指して
行動している。

〇

【知識・技能】
必要な表現技能を学び、整理して定着させることがで
きる。
【思考・判断・表現】
課題に対して解決策を提案し行動、表現することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に表現活動に取り組み、より音楽のよさを目指
して行動している。

【知識・技能】
必要な知識を学び、整理して定着させることができ
る。
【思考・判断・表現】
課題に対して解決策を提案し行動、表現することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に活動に取り組み、より音楽のよさを目指して
行動している。

【知識・技能】
必要な表現技能を学び、整理して定着させることがで
きる。
【思考・判断・表現】
課題に対して解決策を提案し行動、表現することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に表現活動に取り組み、より音楽のよさを目指
して行動している。

【知識・技能】
必要な知識を学び、整理して定着させることができ
る。
【思考・判断・表現】
課題に対して解決策を提案し行動、表現することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に活動に取り組み、より音楽のよさを目指して
行動している。

〇

〇 〇 〇

〇

〇

9〇 〇

8

〇 〇 〇 10

〇

２
学
期

・表現（創作）
【知識及び技能】
音楽の構造や曲想について理解を深めることが
できる。表現をするために必要な技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の課題に対して多角的に解決し、行動す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組む。

音素材を用いて、反復、変化などの手
法を活用して音楽を作る技能を身につ
け、試行錯誤しながら表現を工夫して創
作する。
コード、メローディー等表現に必要な技
能を身につける。

【知識・技能】
必要な表現技能を学び、整理して定着させることがで
きる。
【思考・判断・表現】
課題に対して解決策を提案し行動、表現することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に表現活動に取り組み、より音楽のよさを目指
して行動している。

10〇 〇 〇 〇

・表現（リズム）
【知識及び技能】
創意工夫をした音楽表現をするために必
要な技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の課題に対して多角的に解決し、行
動する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組む。

リズムの基礎
音符、音価
Desk Drumming
パートの組み合わせ
音色の工夫
演奏の工夫
発表

〇 〇 〇

○

〇 〇

〇

・鑑賞
【知識及び技能】
音楽の構造や歴史的背景との関わり及び
多様性について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素やその働きを感受しながらよ
さや美しさを味わって聴く。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に鑑賞活動に取り組む。

音楽とは何か
西洋音楽
ロマン派
近・現代



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（1・2組：磯崎） （3・4組：磯崎　） （5・6組：佐治） （7・8組：菅原）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映
評価規準 知

作品の文化的・歴史的背景及び多様性について、芸術活動を通して理解し、その表現に必要な知識・技能を身に着けている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

芸術Ⅰ 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

主題に合った表現方法、技法を身につけ、創意
工夫し、創造的な作品制作に生かす。

自ら自己や社会に対して独創的な主題を生成
し、表現の可能性について考え、個性を生かし
た創造的な表現の構想を練ることができる。

高校生の美術１　日本文教出版

芸術Ⅰ

課題を多角的に解釈することができる。社会における芸術の役割、価値を考えて創造的に表現できる。

芸術を生活や社会に活かそうとし、主体的に芸術活動に取り組もうとする。

美術Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、自
らの感性と美意識を高め、心豊かな生活に生か
そうと取り組んでいる。

配
当
時
数

〇

【知識及び技能】
主題に合った表現方法、技法を創意工夫し、創造的な作品制
作に生かしているか。
【思考力・判断力・表現力等】
自ら自己や社会に対して独創的な主題を生成し、表現の可能
性について考え、個性を生かした創造的な表現の構想を練る
ことができているか。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、自らの感性と美
意識を高め、心豊かな生活に生かそうと取り組んでいる。

○ ○ ○

○ ○ ○

●鉛筆デッサン「身近なものを描く」
【知識及び技能】
・鉛筆デッサンの基本的な技術、知識を身につ
けさせる。
・身近なものをモデルとして、対象をよく観察
し、形を捉える描画力を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
・学んだ知識や技術を工夫して、デッサンで表
現できるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・身近なもの観察することで、美術的な視点を
持ってものを視る力を養う。

●指導事項
・単純な形態の静物を鉛筆でデッサンすること
で、基礎的な描画力、表現力を養う。
●教材
・教科書、画用紙、鉛筆（4H～6B）、練ゴム、
デスケル、モチーフ

〇 ○

【知識及び技能】
主題に合った表現方法、技法を創意工夫し、創造的な作品制
作に生かしているか。
【思考力・判断力・表現力等】
自ら自己や社会に対して独創的な主題を生成し、表現の可能
性について考え、個性を生かした創造的な表現の構想を練る
ことができているか。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、自らの感性と美
意識を高め、心豊かな生活に生かそうと取り組んでいる。

○ ○

○

【知識及び技能】
主題に合った表現方法、技法を創意工夫し、創造的な作品制
作に生かしているか。
【思考力・判断力・表現力等】
自ら自己や社会に対して独創的な主題を生成し、表現の可能
性について考え、個性を生かした創造的な表現の構想を練る
ことができているか。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、自らの感性と美
意識を高め、心豊かな生活に生かそうと取り組んでいる。

○

〇

【知識及び技能】
主題に合った表現方法、技法を創意工夫し、創造的な作品制
作に生かしているか。
【思考力・判断力・表現力等】
自ら自己や社会に対して独創的な主題を生成し、表現の可能
性について考え、個性を生かした創造的な表現の構想を練る
ことができているか。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、自らの感性と美
意識を高め、心豊かな生活に生かそうと取り組んでいる。

○ ○ ○

【知識及び技能】
主題に合った表現方法、技法を創意工夫し、創造的な作品制
作に生かしているか。
【思考力・判断力・表現力等】
自ら自己や社会に対して独創的な主題を生成し、表現の可能
性について考え、個性を生かした創造的な表現の構想を練る
ことができているか。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、自らの感性と美
意識を高め、心豊かな生活に生かそうと取り組んでいる。

○

○

8

●デザイン「自分のロゴ制作」
【知識及び技能】
・文字の基本、サインデザイン等についての知
識を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自己の趣向や特徴を捉え、ロゴマークのデザ
インに表現できるように導く。
【学びに向かう力、人間性等】
・デザインが社会にもたらす力について、制作
を通じて理解させる。

●指導事項
・自分の氏名や趣向について視覚的に伝わるよ
う、ロゴマークとしてデザインし、アクリル絵
具等を使用して実際に制作して授業ファイルに
貼付する。
●教材
・教科書、端末、ケント紙、アクリル絵具セッ
ト、ペン、ブックカバー
●一人１台端末の活用　等
・社会で使用されているサインデザインについ
て調べ学習に使用する。

〇

●デザイン「人物の平面構成」
【知識及び技能】
・デザインの種類、役割、色彩の与える視覚的
効果を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・題材にする写真から明度段階をで分割し、色
彩で表現する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・構成をとおして、明度と彩度について理解
し、意識して制作に向かうように促す。

●指導事項
・人物写真を色彩の明度段階をもとに分割し、
伝達したいイメージをもとに色彩構成する。
●教材
・教科書、ケント紙ボード、鉛筆、練ゴム、ト
レーシングペーパー、転写紙

16

14

●彫刻「木彫鍋敷き制作」
【知識及び技能】
・彫刻刀による木彫表現を学び、イメージした
形を立体的に表現する様々な彫刻の技法を習得
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・平面ではできない立体ならではのデザインを
創造し、木彫の技能を生かして表現できるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
・彫刻刀の技法に対して意欲的に習得するよ
う、見本を用意するなど意識を高める。

○ ○

○ ○

●指導事項
・木製の板に、立体的なレイヤーデザインを施
して、オリジナルの鍋敷きを制作する。
●教材
・教科書、端末、木彫レリーフキット、彫刻刀
セット、サンドペーパー、ワックス、ステイ
ン、ニス
●一人１台端末の活用　等
・モチーフの参考となるものを検索するために
使用する。

〇

１
学
期

２
学
期

4

合
計

70

美術Ⅰ芸術Ⅰ

３
学
期

●水彩画制作「自分自身を描く」
【知識及び技能】
・水彩の特色を学び、表現に必要な技術、知識
を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分を主観的、客観的に捉え、内面や外面の
特徴を色や形で表現する力を養う。
・学んだ知識や技術を工夫して、自分自身に
あった表現方法を駆使する。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に自分自身について考え、相応しい表
現を模索するよう促す。

●指導事項
・自分自身を姿かたちに捕らわれない、新しい
自画像として描く。水彩の特性や技術を学び、
基礎的な描画力、表現力を養う。
●教材
・教科書、画用紙、鉛筆、練ゴム、鏡、アクリ
ル絵具セット
●一人１台端末の活用　等
・写真やモチーフになるものを検索するために
使用する。

○

●鑑賞「日本の美術、世界の美術」
【知識及び技能】
・教科書の作品から、制作の背景、作者、技法
等について調べてまとめさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品を鑑賞して感じたこと、気づいたことを
自身の言葉で表現する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・鑑賞のポイントなどを指導し、作品の鑑賞に
対して意欲的に取り組めるようにする。

●指導事項
・教科書掲載の、日本の美術作品と世界の美術
作品を鑑賞し、その時代背景や文化的違いにも
触れることで、美しさを感じ取り、気づいたこ
とを言語で表現する力を養う。
●教材
・教科書、ワークシート
●一人１台端末の活用　等
・作品の詳細や作家のプロフィール、別作品な
どを調べるために使用する。

【 知　識　及　び　技　能 】

14○

○

【知識及び技能】
主題に合った表現方法、技法を創意工夫し、創造的な作品制
作に生かしているか。
【思考力・判断力・表現力等】
自ら自己や社会に対して独創的な主題を生成し、表現の可能
性について考え、個性を生かした創造的な表現の構想を練る
ことができているか。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、自らの感性と美
意識を高め、心豊かな生活に生かそうと取り組んでいる。

14



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組 ～ ８組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮
態

【学びに向かう力、人間性等】

授業に対し、積極的に取り組み、楽しく課題を
こなし、達成感を得ることができる。

〇

〇 〇

漢字の発生から現代に至るまでの
書体の変遷を理解する。
多様な用具・用材への理解
毛筆の扱い
楷書学習の導入 ○ 〇 〇 〇

配
当
時
数

4

4

〇

16

芸術Ⅰ 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

課題の周辺知識を理解し、臨書を通して技術を
習得する。

思考、決定をすみやかにし、課題に適した表現
を試みる。

　書道Ⅰ　教育出版

芸術Ⅰ

書道Ⅰ芸術Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

課題を多角的に解釈することができる。社会における芸術の役割、価値を考えて創造的に表現できる。

作品の文化的・歴史的背景及び多様性について、芸術活動を通して理解し、その表現に必要な知識・技能を身に着けている。

芸術を生活や社会に活かそうとし、主体的に芸術活動に取り組もうとする。

書道Ⅰ

思

1
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

〇

書の芸術性を理解できる。

社会や生活と、書との係りについて考察でき
る。
グループ作業に楽しく協力できる。 〇

芸術書道の定義

書の美を求めて

グループ書（相互協力）

書写書道と芸術書道

書の世界への理解

協力して作品を制作・鑑賞する。 〇 〇 〇

楷書の学習
九成宮醴泉銘、孔子廟堂碑、雁塔聖
教廉
顔氏家廟碑、北魏の書

唐四大家、北魏の書など
異なる書風を理解し、表現方法・
技術を習得する。

〇

書体の変遷

用具・用材・毛筆導入

〇 18

古典の周辺情報を理解し、各々の特徴をとら
えて、技術を習得する。

〇

漢字の起源、歴史について理解できたか。硬
筆との違いを認識して、毛筆の特性を生かす
ための技術へのアプローチ

〇 〇

〇〇

仮名の基本から連綿、変態仮名を理解し、右
筆の臨書ができる。

18

合
計

70

〇 〇

〇

〇

王羲之・顔真卿・三筆三跡の行書を理解し、
臨書の技法を学習し、表現できる。

〇 〇

〇

○

楷書又は行書で条幅作品を制作することがで
きる。

仮名の書の学習

２
学
期

行書の学習
さまざまな行書

楷書との相違を理解する。
多様な書風を書き分けることがで
きる技能を習得する。

〇

仮名の種類、成立、用筆法の学習
古筆の鑑賞と臨書
応用作品

○ 〇
3
学
期

条幅作品

漢字仮名交じり文

漢字の条幅作品を制作

感動や思いの表現

○

〇

現代文の創作。意に沿う表現ができ、達成感
を得ることができたか。

〇

○

〇

○

〇

○

5

5



年間授業計画　様式例

板橋 高等学校 令和５年度（１学年用） 教科:外国語  科目:書道論理・表現Ⅰ

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

〇 〇 〇 〇 1

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7

〇 〇 〇 〇 1

・動名詞と分詞を使った文を作れるか
・ノートに必要なことが書かれ、よくまと
められているか
・ペアやグループでの活動に積極的に取り
組んでいるか
・発展課題に意欲的に取り組んでいるか

・比較の表現を用いた文を作れるか
・ノートに必要なことが書かれ、よくまと
められているか
・ペアやグループでの活動に積極的に取り
組んでいるか
・発展課題に意欲的に取り組んでいるか

定期考査

〇

・不定詞を用いた文を作れるか
・ノートに必要なことが書かれ、よくまと
められているか
・ペアやグループでの活動に積極的に取り
組んでいるか
・発展課題に意欲的に取り組んでいるか

〇

２
学
期

Lesson 5
【知識及び技能】
　助動詞・受動態
【思考力、判断力、表現力等】
　道案内、地域の特徴の発表
【学びに向かう力、人間性等】
　詳しく説明する

・指導事項
　　助動詞の使い方
　　受動態の作り方と使い方
・教材
　　教科書、ワークブック
・一人１台端末の活用　等
　　語句調べ

〇 〇 〇 〇 〇

・助動詞を用いた文を作れるか
・能動態と受動態の概念が理解できてい
て、文が作れるか
・ノートに必要なことが書かれ、よくまと
められているか
・ペアやグループでの活動に積極的に取り
組んでいるか
・発展課題に意欲的に取り組んでいるか

〇

定期考査

Lesson 7
【知識及び技能】
　動名詞・分詞
【思考力、判断力、表現力等】
　スポーツの試合についての会話
【学びに向かう力、人間性等】
　例を挙げる

Lesson 8
【知識及び技能】
　比較
【思考力、判断力、表現力等】
　紙の本と電子書籍の良さについての会話
【学びに向かう力、人間性等】
　相手の意見を受け入れてから、主張する

・指導事項
　　動名詞と分詞の使い方
・教材
　　教科書、ワークブック
　　プリント
・一人１台端末の活用　等
　　語句調べ

・指導事項
　　比較の表現
・教材
　　教科書、ワークブック
　　プリント

〇 〇 6

Lesson 6
【知識及び技能】
　不定詞
【思考力、判断力、表現力等】
　買い物の会話、旅行先からの手紙
【学びに向かう力、人間性等】
　手紙やメールでメッセージを送る

・指導事項
　　不定詞の使い方
・教材
　　教科書、ワークブック
・一人１台端末の活用　等
　　語句調べ
　　メールの作成

〇 〇 〇 〇

〇 〇 6

○ 1

6

定期考査
〇 〇 ○

〇 〇

・現在完了形を用いた文を作れるか
・ノートに必要なことが書かれ、よくまと
められているか
・ペアやグループでの活動に積極的に取り
組んでいるか
・発展課題に意欲的に取り組んでいるか

○ ○ ○

Lesson 4
【知識及び技能】
　現在完了形
【思考力、判断力、表現力等】
　料理の注文、食文化のレポート
【学びに向かう力、人間性等】
　例を挙げる

・指導事項
　　現在完了形の形と使い方
・教材
　　教科書、ワークブック
・一人１台端末の活用　等
　　語句調べ

1

Lesson 3
【知識及び技能】
　未来表現、基本時制のまとめ
【思考力、判断力、表現力等】
　予定についての会話
【学びに向かう力、人間性等】
　聞き手の注意を引く

・指導事項
　　未来表現
　　現在・過去・未来の表現の
　　まとめ
・教材
　　教科書、ワークブック
　　プリント
・一人１台端末の活用　等
　　語句調べ

〇 ○ 〇 〇 〇

・現在形、過去形、未来の表現を用いた文
を作れるか
・ノートに必要なことが書かれ、よくまと
められているか
・ペアやグループでの活動に積極的に取り
組んでいるか
・発展課題に意欲的に取り組んでいるか

○ ○ ○ 6

○

〇

・be動詞と一般動詞の過去形を用いた文を
作れるか
・進行形を使う場面が理解できているか
・ノートに必要なことが書かれ、よくまと
められているか
・ペアやグループでの活動に積極的に取り
組んでいるか
・発展課題に意欲的に取り組んでいるか

○ ○ ○

○

○ ○ ○

Lesson 2
【知識及び技能】
　過去形、進行形
【思考力、判断力、表現力等】
　情報の追加、ライティングの基本

【学びに向かう力、人間性等】
　学校や町の紹介

・指導事項
　　be動詞と一般動詞の過去形
　　と進行形の使い方
・教材
　　教科書、ワークブック
　　プリント
・一人１台端末の活用　等
　　語句調べ

〇 ○ 〇 5

１
学
期

Lesson 1
【知識及び技能】
　現在形(be動詞・一般動詞)
　の使い方を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　会話・発表の基本
【学びに向かう力、人間性等】
　自己紹介、話しかける

・指導事項
　　be動詞と一般動詞の現在形
　　の使い方
・教材
　　教科書、ワークブック
　　プリント
・一人１台端末の活用　等
　　語句調べ

○ 〇 〇 〇 〇

・be動詞と一般動詞の現在形を用いた文を
作れるか
・ノートに必要なことが書かれ、よくまと
められているか
・ペアやグループでの活動に積極的に取り
組んでいるか
・発展課題に意欲的に取り組んでいるか

定期考査
〇 〇

〇

論理・表現Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

MY WAY  Logic and Expression I

0

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の表現等を理解し、その知識を実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付ける。

〇 ○ 〇

英語の音声、句読法、語、連語及び慣用表現、
文構造及び文法事項を理解し、その知識を実際
のコミュニケーションにおいて活用できる技能
を身に付ける。

日常的な話題や社会的な話題について、英語を聞い
たり読んだりして得られた情報や考えなどを活用し
ながら、話したり書いたりして自分自身の考えなど
を適切に表現する力を養う。

ペアやグループで、やり取りを通して、情報を
得たり考えを伝え合う中で、多様な考えを受け
入れ、相手に配慮をしながら、受信と発信をし
て互いを高める姿勢を身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価基準 知 思 態

配
当
時
数

5

0 論理・表現Ⅰ 2

外国語で情報や考えを的確に理解し、これらを活用して適切に表現することができる力を養う。

外国語の背景にある文化を理解し、配慮をしつつ主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

（１組：岡城,加藤,高橋） （２組：岡城,加藤,高橋） （３組：加藤,高橋,竹内） （４組：加藤,高橋,竹内）

（５組：竹内,土田,岡城） （６組：竹内,土田,岡城） （７組：高橋,土田,加藤） （８組：高橋,土田,加藤）



〇

合
計
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1〇〇
定期考査

〇 〇

〇 9

8

Lesson 10
【知識及び技能】
　関係副詞・仮定法
【思考力、判断力、表現力等】
　SDGsについての会話と発表
【学びに向かう力、人間性等】
　主張や提案、追加の質問

・指導事項
　　関係副詞の使い方
　　仮定法の表現
・教材
　　教科書、ワークブック
・一人１台端末の活用　等
　　語句調べ
　　プレゼンテーション

〇 〇 〇 〇 〇

・関係副詞を用いた文を作れるか
・仮定法の概念が理解できていて、文が作
れるか
・ノートに必要なことが書かれ、よくまと
められているか
・ペアやグループでの活動に積極的に取り
組んでいるか
・発展課題に意欲的に取り組んでいるか

〇

〇 〇

・関係詞を用いた文を作れるか
・ノートに必要なことが書かれ、よくまと
められているか
・ペアやグループでの活動に積極的に取り
組んでいるか
・発展課題に意欲的に取り組んでいるか

〇 〇 〇

３
学
期

Lesson 9
【知識及び技能】
　関係代名詞
【思考力、判断力、表現力等】
　病院での会話、健康についての発
表
【学びに向かう力、人間性等】
　病院でのいろいろな表現を学ぶ

・指導事項
　　関係代名詞の使い方
・教材
　　教科書、ワークブック
・一人１台端末の活用　等
　　語句調べ

〇 〇 〇



年間授業計画　

板橋 高等学校 令和５年度（１学年用） 教科: 情報  科目:情報Ⅰ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１学期

２学期

14

アルゴリズムの表現と効率性
プログラムの仕組み
プログラミング入門

・正確かつ効率のよい，目的に応じ
たアルゴリズムを考える。
・ペアやグループなどでの話し合い
や相互評価をするなど，状況に応じ
て教え合いを促す。

【知識・技能】
さまざまなアルゴリズムの表現を理解する技能を身につけ
ている。
【思考・判断・表現】
問題解決の手順を考えて，効率のよいアルゴリズムで表現
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
問題解決の手順をアルゴリズムで表現しようとしている。

○ ○

３
学
期

さまざまな情報システム
情報システムの信頼性

情報システムを信頼して使える工夫
について，仕組みに基づいて深く理
解する。

【知識・技能】
情報システムの種別と，それぞれの仕組みを深く理解して
いる。
【思考・判断・表現】
身の回りの端末にさまざまな場面で活用されている情報シ
ステムを複数考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報セキュリティを意識して，積極的に行動していこうと
している。

○ ○

情報技術の進歩と役割とコミュニ
ケーションとメディアについて学ぶ
情報技術が社会に与える光と影

・情報化が進展すると，暮らしや社
会がどのように変化していくか，進
展に伴うメリットとデメリットも含
めて考える。
・身の回りの端末に活用されている
情報システムの例を考えることがで
きる。

【知識・技能】
情報技術の進歩の具体例について，仕組みを含めて深く理
解している。
【思考・判断・表現】
情報技術の進歩により生活がどのように変化していくか考
えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報技術の進歩による生活の変化に参画していこうとして
いる。

○ ○

○ 13

データの管理、データの収集と種類
データの分析

データの性質を把握して，適切な処
理方法を判断する。

【知識・技能】
データの管理と召集の方法について、その仕組みを理解す
ことができる。
【思考・判断・表現】
セキュリティ上よいとされるパスワードを考え，漏洩しな
い管理方法について考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報セキュリティを意識して，積極的に行動していこうと
している。

○ ○ ○

6

定期考査
○ ○ 1

情報セキュリティと情報モラル ・不正アクセスの事例や，危険性の
ある身近な具体的な場面を例示し
て，気づきを促す。
・一人１台端末の活用　等

8

合計

70

○ 10

○

知的財産と個人情報 ・知的財産権で保護される権利につ
いて，具体的な事例も含めて詳細に
解説する。
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
個人情報がどのように守られているか，情報技術をもとに
科学的に理解している。
【思考・判断・表現】
個人が特定される可能性がある箇所について，科学的な根
拠をもとに考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
個人情報を取り扱ったり，危険性のある身近な具体的な場
面を例示して，気づきを促す。

○ ○ 5

【知識・技能】
情報セキュリティについて，その仕組みを含めて科学的に
深く理解している。
【思考・判断・表現】
セキュリティ上よいとされるパスワードを考え，漏洩しな
い管理方法について考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報セキュリティを意識して，積極的に行動していこうと
している。

○ ○ ○

6

配当
時数

・情報とその特性
・メディアとその特性

・Society5.0から情報Iの学習目標
とシラバスを理解する。
・実習用コンピュータの使い方を理
解する。
・情報とは何か理解する。
・情報の信憑性を評価する方法を理
解する。
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
情報の特性を理解し，その利点と欠点について
科学的に深く理解することができる。
【思考・判断・表現】
情報の評価をし，物事を判断することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報の特性を理解し，その利点と欠点について
科学的に深く理解しようとしている。

○ ○ 6

・情報の収集と分析
・解決方法の考案

・情報を収集するための手段を理解
する。
・問題解決の各場面で活用できる発
想法を学習する。
・問題解決の各手法と整理方法を学
習する。

【知識・技能】
情報収集の方法を理解し，その技術を身につけている。
【思考・判断・表現】
収集した情報を表計算ソフトウェア等を用いて表現して分
析することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
目的の情報を得るために検索の方法を工夫して収集し，分
析しようとしている。

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】効果的なコミュニケーションの実現のために、コンピュータやデータの活用について理解し技能を身につける。

効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解し，技能
を身につけているとともに，情報社会と人との
関わりについて理解している。

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問
題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切
かつ効果的に用いている。

情報社会との関わりについて考えながら，問題
の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術
を活用し，自ら評価し改善しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

定期考査 ○ ○ 1

情報 情報Ⅰ 2

坂本

問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に用いる。

問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用し、自ら評価し改善しようとしている。

情報Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

東京書籍　情報Ⅰ　Step Forward!

情報



都立板橋高校　

教科・科目 単位 対象学年・組   1年１～8組必修

教科書 教科
・副教材等 　担当者

　　目
一学期

二学期

　　標
三学期

　学　期 　月 　単　　　元 時間

　４月 「人間と社会」事前学習

　５月 進路学習

　６月 働くことの意義

　７月 地域美化・奉仕体験活動

　９月 国際理解

１０月 支え合う社会演習

１１月 救急救命講習
事前学習（講話等）

１２月 救急救命講習

　１月 人間と社会～これか
らの生き方を考える

　２月 「人間と社会」事後学習

　３月 車椅子体験学習

評価の観点
 ・方法

「Ａ・特別によく取り組んでいた、Ｂ・よく取り組んでいた、Ｃ・あまりよく取り組むことができなかった」で
評価する。体験活動での評価も行い、校内・校外の体験活動を通して、意欲や態度、工夫や注意点
の理解、提出物などから総合的に評価する。

二
学
期

１４ｈ

世界の中の日本を意識して、国際人としての貢献の方法
を学ぶ。

支え合う社会の調査・研究の情報収集をし、発表、議論の
仕方を学ぶ。

救急救命に関する理解を深める。

消防署職員を講師に招き、救急救命に関する理解を深め
る。

三
学
期

９ｈ

これまで学んできたことを踏まえて、どのような社会にして
いくか考える。

障害者理解の講習を通し、思いやりの心を育て、人権を尊重し差別のないより良い社会を実現しよ
うとする態度を養う。
一年間の学習について、総まとめを行い、より良く生きる力を養う。

学習内容

社会貢献や奉仕の精神、キャリプランニング、道徳的価値
について、一年間の学習を振り返りまとめる。

車椅子体験学習

人間の在り方生き方を踏まえ、自己の生き方や職業・進路選択について考える。
社会貢献の大切さや文化の多様性を理解し、より良く生きていく基礎力を身に付ける。

学ぶこと・働くことの意義について考え、国際理解を深め、自己の進路実現を目指す。
救急救命講習を通し、支え合う社会や自助・共助・公助の大切さを学び、より良く生きる力を身に付
ける。

令和5年度　　　年間授業計画

総合的な探究の時間　

多田・御園・渋谷・加藤・高橋・望月・斎藤・冠木・山
崎(仁)・渡部・笹川・山崎(綾)・佐治・小西・畑・船津

人間と社会（東京都教育委員会著作準教科書）

一
学
期

１２ｈ

教科「人間と社会」の学習目的・内容を理解し、学ぶ意義
を理解する。

様々な学問が、社会でどう活用されているのか知る。自分
の適性について考え、職業に関する知識を増やす。

就業意識啓発の講話及びその事前事後学習により、働く
ことの意義・自分の在り方生き方について考える。

地域清掃奉仕活動に意欲的に取り組む。


